
(1) 昭和52年 3月22日発行 ひ じ か わ 発行：肱川町企画経済課 第 47号

電
社
会
の
風
潮
は

ヘ
だ
け
進
ん
で
は

JI
や
道
ぱ
た
へ
こ
み
が
捨
て
ら

れ
、
水
は
よ
こ
れ
、
み
ん
な
の
財
産
で

あ
る
自
然
や
公
共
物
な
ど
を
大
切
に
す

る
心
が
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
人
と
人
の
心
の
ふ
れ
あ
い
や

き
ま
り
を
守
る
ま
ち

昭和42年I2月末）昭和47年(2月末）昭和52年(2月末）

2,709人 2,236人 2,059人

2,896人 2,302人 2,125人

5,605人 4,538人 4,184人

1,244世帯 ］， 157世帯 1,109世帯

転入した人

転出した人

9人

7人

|I9日の鱒土書考えるl

みんな参加しました…そして3年
決
し
て
よ
い
方
向

- -‘ ． JヤIo,ゴ
.. 

③ よい町づくりの基衷は、よい部落づくりから

‘‘美 しく楽しい部落’'-6月

をよ
略い
し町
てづ
― く
大り
切を
にし
←ょ
運う
動°
とこ
呼の
ぼ運
う動

② よい家庭、よいふるさとを持つている人は決して
不 良 化 は し な い ‘明るい家庭’' - 5月

こ。f
 

し は
、
ど
こ
で
も
軍
要
視

の
節
約
、
再
利
用
、
そ

●
迷
惑
を
か
け
な
い

（
「
大
切
に
」
運
動
四
月
の
目
標
）

涼
の
有
効
な
利
用
、
物

近
年

⑦ 参加して輪を広げるために

‘‘すこやかなからだ” - 10月

か
の
形
で
こ
の
運
動
に

必
ず
皆
ん
な
参
加
し
て

そ
し
て
私
た
ち
は
、
伺
ら

活
用
し
て
下
さ
い
。

る
日
と
す
る
た
め
、
大
い
に

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
産
ま
で
も
忘
れ
る
こ

⑪まこ”ころをこめて、いろいろの仕事を

‘‘たすけあう社会’' - 2月

て
く
れ
た
咋
い
文
化
や

地
域
の
習
慣
や
き

ま
り
を
お
ろ
そ
か

に
し
祖
先
が
残
し

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
お
互
い
に
も
う
ー
ー
ー
。

一
度
自
分
の
行
い
を
振
り
返
っ
て
見
、
こ
う
し
て
「
大
切
に
」
運
動
が
は
じ

考
え
て
み
よ
う
。
そ
し
て
よ
い
こ
と
を
ま
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
三
年
前
で
し

少
し
づ
つ
実
践
し
て
ほ
ん
と
う
に
住
み
た
。

●
子
供
の
事
故
を
防
ぐ

来
た
の
で
す
。限

り
あ
る
資

し
て
人
間
回
復
の
問
題

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

⑨助けあう気持と感謝の気持で
ヽ｀奉仕する活動’’-12月

- V 9  99'’ し・し叩 l̂ ,^ C ~心一己又 99 •9 、」・～、- -,に

ぎ‘まりを守るまち’' - 4月

の
心
は
、
家
庭
や

こ
の
よ
う
な
人

ま
す
。

じ
に
な
っ
て
行
き

つ
ば
つ
と
し
た
感

感
が
う
す
れ
、
さ

あ
う
気
持
、
連
帯

④美しい 自然を子孫にゆづるために苔れいな 山河”-7月

ピ
‘
ン
ピ
‘
ン
と
た
の
も
し
く
…

肱
川
町
消
防
出
初
式
は
、

二
月
十

一

に
張
る
悪
条
件
で
あ
っ
た
が
、
規
律
厳

日
、
肱
川
中
学
校
に
団
長
以
下
ニ―

五
正
に
行
わ
れ
た
。
当
日
の
受
章
者
は
次

人
の
団
貝
の
出
動
を
得
て
、
盛
大
に
行
の
と
お
り
。

わ
れ
た
。
今
年
は
近
年
に
な
い
寒
波
に
◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

見
舞
わ
れ
、
校
庭
に
は
厚
い
氷
が

一
面

肱

川

町

消

防

団

長

山

内

壮

亮

都
会
的
な
人
間
の
歪
み
が
、
私
た

ち
の
山
村
に
も
次
第
に
押
し
寄
せ

て
来
て
い
る
の
で
す
。
「
大
切
に
」

運
動
は
終
っ
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。
む
し
ろ
今
後

一
怒
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
時
代
が
求
め
て

い
る
課
国
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
小
さ
い
こ
と
の
団
み
重
ね
で
）

小
さ
い
こ
と
で
も
心
か
ら
の
参

加
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
。

肱
川
町
を
住
み
よ
い
楽
し
い

町
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
一

も
み
ん
な
と

一
緒
に
考
え
ま
一

し
ょ
う
。

月8
 

ば

（
五
十
二
年
度
も
）

[

立

五

十

二
年
度
も
、
運
動
目

を
れ

産
さ
標
や
行
事
を
記
入
し
た
カ
レ

財
か

共
活
ン
ダ
ー
が
各
戸
へ
配
ら
れ
ま

公`⑤
 

●
道
路
を
広
く
美
し
く

す
。

一
日

一
日
を
意
義
の
あ

山
林
は
肱
川
町
の
誇
る
資
源
で
あ
り

宝
で
あ
る
。

町
の
総
面
胆
は
、
六
三
・
―
-
＿五
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
中、

山
林
は
約
七

0
％
を
占
め
て
お
り
、
こ

れ
が

一
年
間
に
蓄
槙
す
る
材
胆
は
約
八

千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
金
額
で
は

一
億

六
千
万
円
と
推
計
さ
れ
る
。

素
材
は
用
途
に

疇
贔

属

瞬

壽

か

ら

用

材

と

原

木

局

目

醤

に

つ

い

て

ふ

れ

て

点
瑶
暑
吼

み
た
い
。

用
材
と
は
、

主
に
、
杉
、
桧
、
松
の

建
築
材
で
あ
る
。
杉
、
桧
に
つ
い
て
は
、

小
丸
太
生
産
を
軸
と
し
て
集
約
的
な
育

林
が
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

将
来
は
総

良
小
丸
太
材
の
生
産
が
期
待
で
き
る
。

集
約
育
林
と
は
適
期
の
技
打
ち
、
除
間

伐
、
施
肥
等
の
施
業
に
よ
り
効
率
的
に

級
良
材
を
生
産
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

◎
愛
媛
県
知
事
表
彰

第
三
分

団

分

団

長

中

塚

◎
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

第
二
分
団
副
分
団
長
渡
辺
弘
務

11

部

長

下

石

勲

第
一1
分

団

＂

兵

頭

達

行

第
四
分
団

11

中
田
勇
男

土
居
貞
丸

II 

◎
愛
媛
県
消
防
協
会
感
謝
状

大

宇

予

子

林

井

脇

ヒ

ナ

コ

11

保
槙
キ
ヨ
子

◎
喜
多
郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

第
二
分

団

班

長

森

本

鹿

雄

第

一
分

団

団

員

河

内

頼

一

1

1

1

1

冨
永
治
彦

磯
貝
長
儒

こ
の
モ
デ
ル
を
す
る
べ
く
、
第
二
次
林

業
構
造
改
茜
事
業
に
よ
り
名
荷
谷
の
協

生
地
区
を
設
定
し
て
施
業
を
す
す
め
て

い
る
。
又
、

一
部
、
林
研
グ
ル
ー
プ
で

実
施
さ
れ
て
い
る
人
工
絞
丸
太
の
生
産

も
魅
力
あ
る
施
業
で
あ
る
。

「
谷
は
杉
、
中
ほ
ど
桧
、
峯
は
松
」

と
云
わ
れ
、
適
地
適
木
が
瞑
則
で
あ
る

が
、
松
は
、
「
町
木
」
と
し
て
制
定
し

い
る
と
お
り
適
木
の

―
つ
で
あ
る
。
こ

の
松
に
数
年
前
か
ら
松
く
い
虫
の
被
害

が
現
わ
れ
、
今
で
は
そ
れ
が
猛
威
を
ふ

る
っ
て
、
町
内
の
松
林
は
無
惨
な
姿
に

変
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
無
念
で
あ
る
。

伐
倒
駆
除
に
よ
る
対
策
は
講
じ
て
い
る

が
、
住
民
生
活
と
の
関
連
も
あ
り
、
薬

剤
の
空
中
撒
布
に
よ
る
胆
極
的
な
対
策

は
望
め
ず
現
状
で
は
早
期
伐
採
と
樹
種

転
換
以
外
に
良
策
が
な
い
。
し
か
し
、

部
分
的
な
薬
剤
撒
布
に
よ
る
保
護
策
は

考
え
て
い
る
。

し
い
た
け
印
木
と
し
て
は
、
く
ぬ
ぎ
、

な
ら
で
あ
る
が
、
近
年
し
い
た
け
生
産

の
急
激
な
普
及
に
よ
り
際
木
不
足
が
生

じ
つ
つ
あ
る
。
し
い
た
け
は
、
当
町
の

盟
林
産
物
生
産
額
で
は
筆
頭
で
あ
り
、

い
た
わ
り
、
助
け

忠

昌
9
g

0

「
私
達
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、
権
利

と
義
務
を
わ
き
ま
え
、
責
任
あ
る
行
動

を
い
た
し
ま
す
」

i徒
か
ら
父
兄
ヘ

の
手
紙
ー
。
父
兄
は
お
祝
い
に
剣
舞
と

詩
吟
を
披
露

(2
.
4中
学
二
年
生

70

人
少
年
式
）

0

「
お
ら
等
も
子
供
に
ゃ
、
負
け
ち
ゃ

お
れ
ん
ぞ
9.
」
午
前
中
は
児
童
、
午
後

は
父
兄
の
珍
芸
が
爆
笑
を
呼
ぶ

(2
.

6
.
1
3各
小
学
校
学
芸
会
）

0

「
親
竹
は
三
年
生
の
時
が
、
竹
の
子

の
生
み
き
か
り
で
す
。
」
「
な
る
ほ
ど
ね

や
」

30人
が
熱
心
に
受
講
（

2

．7
盟

協
の
「
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
」
講
酋
会
）

0

「
ナ
ガ
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ト
ラ
ン
ガ
、

ョ
ロ
シ
ュ
ウ
、
イ
ウ
チ
ャ
ン
ナ
イ
ヤ
」

|
第
八
章
方
言
哩
諺
よ
り
ー
待
望
の
町

誌
発
刊
、
取
材
の
苦
労
話
に
花
が
咲
く

(2
.
4町
誌
発
刊
式
）

0
四
月
か
ら
定
時
放
送
が
、

10時
と

3

時

30分
に
変
り
ま
す
。

(
2
.
9放
送

施
設
検
討
会
）

＂

0
ツ
ル
ツ
ル
の
氷
上
で
の
訓
練
、
試
技

そ
れ
で
も
＂
我
ら
は
消
防
人
”
の
気
概

十
分
、
御
苦
労
様
で
し
た
。
火
災
多
発

時
期
と
な
り
ま
し
た
頑
張
っ
て
下
さ
い

こ
れ
は
今
後
と
も
不
動
で
あ
ろ
う
。
こ

(2
.
1
1消
防
出
初
式
）

の
原
木
不
足
に
対
応
す
べ
く
五
二
年
度

0
異
状
寒
波
と
ド
カ
雪
鴎
来
9.
。
水
道

管
の
破
裂
鹿
野
川
だ
け
で

50ヶ
所
。
グ

か
ら
、
町
独
自
の
椎
茸
生
産
対
策
事
業

レ
ー
ダ
ー
、
ブ
ル
に
よ
る
除
雪

5
万

5

を
打
出
し
、
く
ぬ
ぎ
林
の
造
成
（
新
植
、

千
メ
ー
ト
ル
。
小
中
学
校
も

2
回

(10.

17日
）
と
半
日

(16日
午
後
）
休
校
。

補
植
、
保
育
）
と
、
し
い
た
け
生
産
施

槙
雪
は

30140セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
気

設
の
設
置
に
対
し
て
補
助
と
融
資
を
行

湿
は
零
下

6
度
を
記
録

(2
.
1
7
)

い
こ
れ
を
助
長
す
る
方
針
で
あ
る
。

0
新
町
長
に
大
野
和
氏
、
新
町
議
に
中

く
ぬ
ぎ
林
の
造
成
は
松
く
い
虫
対
策

野

一
氏
当
選
°
異
状
寒
波
の
中
、
告
示

の
轡
種
転
換
と
も
関
連
し
、
又
、
雑
木

林
改
良
、
原
野
へ
の
植
栽
な
ど
可
能
性

(13日
Y
立
会
演
説
会

(17日
Y
投
票

に
み
ち
て
い
る
こ
と
は
頼
も
し
い
。

(20日
）
が
行
わ
れ
た
。
選
挙
は
民
主

今
後
の
林
業
は
施
業
計
画
を
基
本
と
主
義
の
基
本
で
あ
り
、
フ
ェ
ア
に
戦
い
、

し
て
計
画
的
な
経
営
が
必
要
で
あ
り
、
フ
ェ
ア
に
終
っ
た
今
、
町
民
は
、
又
、

森
林
組
合
で
は
そ
れ
を
進
め
て
い
る
。
ひ
と
つ
と
な
り
、
目
を
明
日
に
向
け
て

又
、
肱
川
流
域
が
久
万
地
方
に
次
い
で
歩
み
た
い
。

（
2

．13120町
長
、
町

中
核
林
業
振
興
地
域
の
摺
定
を
受
け
る
議
補
選
）

む
き
も
あ
り
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば

一

0

「
卒
業
し
て
も
、
フ
ァ
イ
ト
を
持
っ

段
と
計
阿
施
業
が
推
進
さ
れ
る
。
て
頑
張
り
ま
す
」

12人
の
中
学
校
卒
業

素
材
を
は
ぐ
く
む
山
に
は
、
緑
化
木
、
生
、
母
子
会
役
員
の
手
料
理
に
感
謝
、

人
間
生
活
へ
の
保
碇
的
機
能
な
ど
無
限
立
派
な
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
笞
う
。

の
価
値
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
の

(
2
.
2
6母
子
家
庭
生
徒
激
励
会
）

山
林
が
「
肱
JII
林
業
」
創
設
当
時
の
基

0

「
火
災
は
人
災
、
防
ぐ
は
あ
な
た
」

り
詞
五
、
富
め
る
山
一
[
[
[
い
い
〗

7バ
[
[
い
[

多
い
。
十
分
な
注
意
を

'.(2.28ik

災
予
防
週
閻
始
ま
る
。
）

＂ 
第
四
分
団

ーー第
五
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団
＂

◎
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＂ ＂ ＂ 

ーー第

一
分
団

＂ 
第
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＂ ＂ ＂ 
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＂
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濱
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田
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第
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松兵飛新拷中井堀
浦頭野山本本上
富通弘 寿
男弘幸進守男進忠
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あ
る
い
は
婦
人
会
の
集

い
、
部
落
独
自
で
発
足
し
て
い
る
若
葉

会
の
集
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
会
合
に
利

用
さ
れ
、
部
落
民
団
ら
ん
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
あ
る
会
合
の
時
、
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
激
論
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば。お
互
い
切
瑳
琢
麿
し
な
が
ら
お
て
い

を
は
げ
ま
し
て
い
る
。

匹 m

農
構
事
業

明
暗
分
け
る

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、

四
月
分
か
ら

一
ヶ
月
に
つ

き
二
、
二
0
0
円
に
改
め

ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
支
給
額

の
三
分
の
一
を
国
が
負
担

し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の

法
律
改
正
で
年
金
額
が
大

蝠
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
保
険
料
も

か
な
り
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

年
金
額
は
、
拠
出
年
金

で
は
、
例
え
ば
、

二
十
五

年
間
納
付
し
た
揚
合
、
昨

0
-
＿
一
種
混
合
予
防
接
種

と

き

三
月
二
十
九

日+
＝＿一時
半
i

十
四
時
半

と

こ

ろ

肱
川
町
公
民

館

0
不
用
犬
の
回
収

と

き

四

月

十

二
日

八
時
半
ー
十

一時

と
こ
ろ
肱
川
町
役
場

〇
乳
児
健
康
相
談

と

き

栗木 亀茂

四
月
一
日
か
ら

年
九
月
に
月
額
二
八、

三
0
0円
か
ら

三
二
、
五
0
0
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
年
九
月
分
か
ら
は
さ
ら
に

月
額
一＿一
五
、
五
五
八
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
見
込
み
で
す
。

福
祉
年
金
で
も
、
老
令
福
祉
年
金
の

場
合
、
昨
年
十
月
に
月
額

―二
、
0
0

0
円
か
ら

一三
、
五
0
0
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
十
月

分
か
ら
は
さ
ら
に
月
額

一
五、

0
0
0

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の

免
税
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
役
場
窓
口

で
こ
相
談
下
さ
い
。

（
町
民
課
）

四
月
十
三
日

十
三
時
1
十
五
時

と

こ

ろ

肱
川
町
公
民
館

〇
妊
婦
健
康
相
談

と

き

四

月

十

四

日

、

十
三
時
1
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

0
不
燃
物
収
集

収
集
日
四
月
十
四
日

収
集
地
区
鹿
野
川
、
大
谷
地
区

+
＝＝
日
中
に
所
定
の
場
所
へ
出
し
て

・
下
さ
い
。

私
達
の
部
落
は
、
肱
川
町
の
中
心
か
私
た
ち
の
部
落
に
と
っ
て
は
、
も
っ

ら
北
々
西
に
位
し
、
西
は
橘
を
渡
る
と
と
も
大
切
な
公
共
施
設
で
あ
る
。

大
洲
市
、

北
は
山
を
背
に
五
十
崎
町
。
私
た
ち
の
部
落
は
戸
数
三
十
戸
。
人

中
央
の
谷
間
を
縦
断
す
る
中
居
谷
川

口
は

一＿―-
五
人
。
非
常
に
成
人
者
が
多

お
よ
び
県
道
中
居
谷
線
に
沿
っ
た
山
並
く
、
子
ど
も
の
少
な
い
部
落
と
し
て
、

み
に
広
範
囲
に
人
家
が
点
在
し
、
六
班
他
の
部
落
同
様
、
老
令
化
が
心
配
な

の
十
人
組
に
わ
か
れ
部
落
を
形
成
し
て
昨
今
で
す
。

い
る
。
中
居
谷
川
河
口
の
粟
太
郎
に
集
ま
た
、
部
落
全
戸
が
農
家
で
、
農
閑

会
の
協
が
あ
り
、
今
か
ら
八
年
ほ
ど
前
期
な
ど
に
は
、
土
木
工
事
等
あ
ら
ゆ
る

に
新
築
、
部
落
常
会
に
分
野
に
現
金
収
入
に
余
念
が
な
い
の
が

登
記
所
の
手
数
料
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

ー
3
月
1
日
か
ら
ー

登
記
所
で
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
土
地

や
建
物
又
は
会
社
や
組
合
等
に
つ
い
て

「
謄
抄
本
」
又
は
「
閲
覧
」
の
請
求
が

あ
れ
ば
、
手
数
料
を
印
紙
で
納
付
し
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
に
応
じ
て
お
り
ま
す

が、

三
月
一
日
か
ら
そ
の
手
数
料

（登

記
手
数
料
令
）
が
改
正
さ
れ
次
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一
登
記
簿
の
謄
抄
本

一
通

三
百
円

但
し
①
十
枚
以
上
の
と
き
は
五
枚
ま

す
こ
と
に
百
円
を
加
算

紺
号
、
支
配
人
登
記
簿
の
謄

抄
本
は

l

通
百
円

二
閲

覧

一

筆

百

円

三
各
種
証
明

一

件

百

円

（
注
）
資
格
証
明
も

一
通

百

円

（
松
山
地
方
法
務
局
肱
J
I
出
張
所
）

で
爪
畦
の
養
蚕
団
地
が
で
き
、
農
家
に

活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
事
業
が
順
調
に
す
す
み
、
見
事
、

モ
デ
ル
的
な
成
果
を
お
き
め
る
こ
と

を
祈
る
半
面
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を

も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
大
方
の
部
落

民
の
羨
望
と
自
分
た
ち
の
小
規
模
農

家
に
対
す
る
失
望
感
が
、
い
き
お
い

他
産
業
へ
走
り
、
少
な
い
田
畑
は
荒

れ
、
農
業
を
や
っ
て
い
な
が
ら
野
菜

現

実

で

あ

る

。

を

買

っ
て
食
べ
る
と
い
う
お
か
し
な

主
産
業
は
、
米
・
ま
ゆ
・
し
い
た
け
現
象
が
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

・
く
り
と
多
栽
培
で
、
専
業
盟
家
は
、
し
か
し
、
五
十
一年
度
か
ら
打
ち
出

今
の
と
こ
ろ
数
少
な
い
。
さ
れ
た
町
の
小
規
模
基
盤
整
備
事
業

最
近
の
出
来
事
で
は
、
松
く
い
虫
の
を
部
落
で
槙
極
的
に
と
り
入
れ
、
共

大
発
生
で
山
林
を
所
有
す
る
盟
林
家
の
に
話
し
合
い
協
力
し
合
っ
て
、
少
し

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
た
だ
、
な
る
よ
で
も
、
農
業
に
従
事
す
る
心
を
見
直

う
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
っ
た
あ
き
ら
し
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
。
ー
と

め
の
ム
ー
ド

で

あ

る

。

念

じ

て

い

る

。

明
る
い
話
題
で
は
、

二
次
幽
構
事
業

生
後
＝＿
か
月
以
上
の
犬
は
、
毎
年

一

回
、
必
ず
登
録
し
、
毎
年
二
回
（
春
秋
）
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
か
ら
、
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
必
ず
受
け
さ
せ
て

下
さ
い
。

な
お
、
登
録
に
印
か
ん
が
必
要
で
す

か
ら
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

登
録
料
は
三
0
0
円

注
射
料
は
七
0
0
円
で
す
。（

町
民
課
）

畜犬登録及ぴ狂犬病予防注射日程

月 日 時 亥LJ 実施場所

9: 30-10: 00 中津集会所

午前 10: 15-10・304ヽ 倉悧□夕＼氏宅）

4 月11日 10: 45-11 45 予子林農協

1 : 00- 2 : 00 宇 和 JII（緯製エ楊）

午後 2 15- 3 : 15 正山（神社前）

3. 30- 4. 30 中居谷集会所

9 : 00-10 : 00 大谷公民館

午 前 10. 15-10: 30 硯

4月12日 11・00-12:00 岩谷公民館

午 後 1 oo-3 . 00 鹿野 川 河原

畜犬登録と
狂犬病予防注射

000  結は

投票率投粟＂有緬『果※果は ー月亨仔期 肱
のおと 十日によ

炉ミ皐［［悧川
・八九 ° 長町塁 町
-0＝ 長
石％人一 人七

は選
0 0 0 

：合［汀票票 挙和腐き 開雇終

ニ るヽ

九 九 九 尻/9 ‘-ー

四亘示茎5亘二示茎'"示0茎i 五望示菩 苧六示

＿―-
月
二
十
五
日

宮
本
・
下
石
相
談
貝

四
月
五
日

長
田
・
坂
本
相
談
員

四
月
十
五
日

楠
野
・
山
中
相
談
員

四
月
二
十
五
日

佐
久
保
・
戒
野
相
談
貝

受
付
、
九
時
＼
士
ハ
時

場
所
、
肱
川
町
公
民
館

（肱
川
町
社
会
憚
祉
協
議

会
）

四
月
十
八
日
・
十
九
日

二
十
二
日
・

ニ
十
五
日

二
十
六
日
・

ニ
十
九
日

五
月
二
日
・

三
日
・
五
日

六
日
・
九
日
・
十
日
・

+＝百

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

午
後
九
時
四
十
五
分
ま
で

但
し
五
月
三
日
と
五
日
は

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

四
月
六
日

（水
）
I
十
五
日

（
金
）
の
十
日
間

一
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用

者
、
特
に
こ
ど
も
の
交
通

事
故
防
止

二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
曽
用
の

推
進

三
、
夜
間
に
お
け
る
交
通
事

故
の
防
止

こ
ど
も
の
事
故
の
大
半
は
、
飛
び
出

三
十
分
ま
で

●
修
了
試
験
五
月
十
五
日

●
受
講
料

一
人

一
万
円

●
資
格
だ
れ
で
も
受
講
で
き
る
。

●
開
催
場
所
肱
川
町
公
民
館

●
問
合
せ
先
申
込
み
要
領
な
ど
の
問

合
せ
は
、
鹿
野
川
、
堀

和
明
氏
ま
で

（
電
話

肱
川
局
二
二

0
六）

し
に
よ
る
も
の
で
す
。
運
転
者
は
も
ち

ろ
ん
注
意
、
徐
行
が
大
切
で
す
が
、
子

を
持
つ
お
母
さ
ん
の
努
力
が
事
故
を
減

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
ど
も
の
、
学
校
、
保
育
所
へ
の
行

き
帰
り
の
道
路
の
通
行
方
法
や
、
帰
っ

て
か
ら
の
自
転
車
遊
ぴ
、
幼
児
の
道
路

上
で
の
遊
ぴ
等
々
、
も
う
一
度
、
あ
な

た
の
目
で
確
か
め
て
み
て
下
さ
い
。

自
家
中
毒
症

の
応
急
手
当

ニ
オ
か
ら
七
、
八
オ

の
子
供
に
多
い
粗
気
で
、

周
期
性
嘔
吐
症
と
も
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
一
年

に
何
回
も
お
こ
し
ま
す

が
と
く
に
寒
い
時
期
に

多
い
よ
う
で
す
。

翻

点 間

1
1
4
月
6
日
か
ら
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
I
I

”
事
亭

0
い
と
叱
墨
よ
り
ま
宣

H-9-ln“

重 期 ●

日

時

●
開
偕
日 郵

政
省
認
定
電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
技
士
養
成
講
習
会

いるいるな欄櫨瓢塵
(4) 

害
年
金
な
ど
）
は
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

一
せ
ん
。

る
程
度
の
状
態

◎
陣
害
の
範
囲

該
当
す

ら
れ
ま
す
。

次
の
事
項

r

に
あ
る
時
給
付
が
受
け

一
、
両
眼
の
視
力
の
和
が
O
・
O
ニ

以
下
の
人
。

二
、
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
つ
け

て
も
音
声
が
分
か
ら
な
い
人
。

三
、
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害

が
あ
る
人
。
両
上
肢
の
す
べ
て
の

指
が
な
い
人
。
両
下
肢
の
用
を
全

く
な
く
し
た
人
。

四
、
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
程
の
障
害
の
あ
る

人。

＿
風
し
ん
の
症
状
と
し
て
は
】

発
熱
•
本
人
が
気
づ
か
ぬ
程
度
の
こ
と

も
あ
り
三
十
九
度
を
こ
え
る
高
熱
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。

発
疹
・
赤
い
ポ
ッ
ポ
ツ
が
発
熱
と
同
時

に
全
身
に
あ
ら
わ
れ
、
三
日
ぐ
ら
い
で

き
え
る
。
少
し
か
ゆ
い
こ
と
も
あ
る
。

リ
ン
パ
節
腫
膿
・
体
の
あ
ち
こ
ち
、
と

く
に
首
の
う
し
ろ
の
リ
ン
パ
節
（
グ
リ

グ
リ
）
が
は
れ
る
。

--· - · - ・＇ ー ・ ｀に道~ 、に 占今 ・... 今 面今 憂 ヽ←叫 ヽ •“' 、に 而 今•、 今肇 •に か’ー ・・ 今＊ 今＊•今亭 ヽ··•"-·仰
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う‘し:.: : 。 五
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さばしつふに 1： 

身このも 一 ／Iかも 〇 つけたろ で私機え t
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I 
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り言 事もてそ‘な だし
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工

な
ど
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

所
得
の
制
限
が
あ
る
。

手
当
を
請
求
す
る
人
に
、
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
手
当
の
額
と
支
給
方
法

手
当
の
額
は
一
ヶ
月
四
千
円
、
支
給

月
は

一
月
、
五
月
、
九
月
の
年
三
回
で

四
ヶ
月
分
が
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
る
。

◎
給
付
の
手
続
き

役
場
の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
ま

す
。
手
当
の
支
給
は
、
申
請
を
し
た
翌

月
分
か
ら
で
す
。

福
祉
手
当

◎
手
当
を
受
け
る

二
と
が
で
き
る
人

福
祉
手
当
は
、
家

族
に
精
神
又
は
身
体

の
障
害
の
た
め
、
日

常
の
生
活
に
お
い
て

常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る

人
が
あ
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
れ
ら

の
方
が
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
な
ど
を

習
て
い
る

0
さ
（
障

風

邪

を

ひ

き

や

す

い

時

期

で

す

し

、

現

在

、

全

国

各

地

で

成

人

の

場

合

・

一
般
に
子
ど
も
よ
り
症

過

労

や

、

精

神

的

負

担

が

多

い

と

き

だ

「

正

琵

0
が

流

行

し

て

い

環

這

鰐

oUぎ
な
ど
の
関
節
が
痛
む

か
ら
で
し
ょ
う
。

風
し
ん
と
は
三
日
二
十
歳
以
上
の
大
多
数
の
方
は
、
免

は
し
か
II

と
呼
ば
れ
る
疫
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
既

急
に
ぐ
っ
た
り
し
て
食
欲
が
な
く
な
畜
息
伝
心

計
ヵ
よ
う
に
、
軽
症
の
小
児
婚
者
（
妊
娠
可
能
の
方
）
妊
婦
の
方
で

り
、
吐
き
始
め
た
ら
、
静
か
に
寝
か
せ

ご
期
伝
染
病
で
す
が
、
妊
婦
抗
体
（
免
疫
）
の
有
無
に
つ
い
て
、
心

て
下
さ
い
。

に

初

が

妊

娠

初

期

に

か

か

D
配
の
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
雙
は

周
囲
の
人
が
あ
わ
て
る
と
、
子
供
は

ま
す
と
、
生
ま
れ
て
く
中
央
保
健
所
で
検
査
を
つ
け
て
く
だ
さ

、

ま
す
ま
す
不
安
に
な
り
、
症
状
が
確
実

る
子
ど
も
に
心
臓
奇
形
ぃ

°

.t-

に
悪
化
し
ま
す
か
ら
、
お
ち
つ
い
た
態
ん
娠

度
で
接
し
、
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
し
妊
や
白
内
障
、
聴
力
障
害
＿
予
防
と
し
て
は
】

叶
中
毒
症
を
前
に
お
こ
し
た
こ
と
~
一
鱈
麟
悶
鱈
乙
い
[
]
ん
に
か
か
っ
た
人
に
近
づ
か

が

あ

れ

ば

鎮

静

剤

や

吐

き

止

め

の

薬

を

す

。

②

人

こ

み

は

で

き

る

だ

け

さ

け

る

こ

用

意

し

て

お

き

、

発

作

の

前

兆

が

あ

っ

と

た

ら

早

め

に

飲

ま

せ

、

嘔

吐

を

暗

示

し

③

風

し

ん

の

症

状

と

思

っ

た

ら

、

早

な

い

よ

う

に

し

ま

す

。

自

に

医

師

に

相

談

を

つ

け

て

く

だ

さ

、。

発

作

中

は

食

事

を

与

え

ま

せ

ん

。

し

初
期
三
、
四
時
間
は
水
分
も
与
え
な

い
ほ
う
が
無
事
で
、
や
や
お
さ
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
、
少
量
の
さ
揚
を
与
え
て
み

ま
す
。
子
ど
も
が
欲
す
る
だ
け
飲
ま
せ

る
と
、
ま
な
嘔
吐

（
お
う
と
）
を
誘
発

し
ま
す
の
で
、
こ
く
少
量
で
様
子
を
見

る
こ
と
で
す
。

戸
うがい


